
戸越台中学校

平成29年度 校区外部評価

自己評価表（最終）
学校名

【学校評価表の作成および評価に当たっての留意事項】

○各学校では、それぞれの項目ごとに「本校の基本的な考え方」を記入してください。

各学校で評価指標を設定してください。その際は、各学校の重点的な取組と関連させて評価

指標を設定をしてください。なお、必要に応じて行を増やしていただいてかまいません。

○校区外部評価委員による外部評価委員会が開催される前に、学校は、自己評価結果（取り

組みの状況や変化等）について、必ず説明をしてください。（校区外部評価委員は、その説明
と実際に自分が見た学校の状況等により、評価します。）

【校区外部評価委員の皆様へ】

☆評価をする際には、実際に授業等を見た内容だけでなく、学校が説明した内容、聞き取った
内容も十分に参考にしてください。従いまして、評価のために必要と思われる情報や資料につ

きましては、遠慮なく学校に御請求くださいますようお願いいたします。



校区外部評価委員による評価

評価 評価の説明 自己評価に対するコメント

A9
B7

・３年生は、進学就職活動に考慮し
てあげたい
・継続は力なり！是非続けてほしい
と思います。
・1年生より学年が上がると自学ノー
トの活用が少なくなる点の原因、3
年生は、時間制限があるのか？

A7
B9

量的増加がないよう心掛ける
・Ａ

A9
B8

・効果的と思う
・生徒の意見に流されないよう、注
意も必要かと思います。
・生徒自身がよく考えていると思う。

A6
B9
C1

・中学校でよくここまで指導されてい
ると感心し
ます。
・良いところをなるべく多く指導して
いく必要を感じる
・Ｂ

A9
B4
C3

・興味の持てるようなものをなるべく
用意してあげる
・全教科と強制する必要があるので
しょうか。

A9
B8

・聞くことより見て学ぶほうが効果的
・Ｂ
・年々少しずつであるが成果が上
がっている。

A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

校区外部評価委員による評価

評価 評価の説明 自己評価に対するコメント

Ａ6
B11

・男女で71％は高いのではないか。
指導の成果が出ている。
・聞きとれるような声でのあいさつが
大事
・「挨拶をする」に関してを取り上げ
ると校内ではほとんどの生徒がして
くれます。一歩外へ出ると解放感か
らか、挨拶の無いことがある。
・戸越台生が卒業時には、一人の
人間としてきちんとした基本を身に
付けている

A7
B10

女子の意識が高いことが分かった。
・よく実行されているように感じてい
ます。
・Ｂ
・戸越台中として1年生から学年が
上がる3年生になるまでに成果が出
ている

国語、社会、数学、理科、英語
の指導の改善が、生徒による授
業評価に反映し向上する。（授
業アンケート実施が不十分のた
め継続）
学期末に生徒による授業アン
ケートを実施し、改善策を考えさ
せ、自己申告の面接時に指導
し、指導と評価の改善を図る。

学校による自己評価評
価
指

標

・教職員の指導に関わる生徒の直接的な評価でもある。平成
２８年度の生徒アンケートの「授業のわかりやすさ」について
は、区の平均を下回っていることを肝に銘じて、新規採用以来
の教員も、中堅・ベテランの指導力向上にも直接つながるので
継続実施していく。
・「これでいい」などと思わずに、ICTの活用、探究的な学習、
教え合い、発表や意見交換を含めた表現力の育成などさらな
る改善を進めていく。

・書画カメラの活用、デジタル教科書の活用、社会科の調べ学
習、国語の話し合いや教え合い学習などは増加してきている。
・区の生徒アンケートでは、「授業はよくわかっている」の質問
に対して、「そう思う」３１．４％、「どちらかというとそう思う」４
６．１％で、合計７７．５％で、区の平均８０．１％に達していな
い。
・引き続き「調べ学習」「話し合い活動」「教え合い活動」の機会
を増やすべく取り組んでいく。

評価項目２　　社会性・人間性の育成

下段：取組指標

成果指標に対するコメント：
①　全教科頻度の差はあるが使用
している。
②実施してない教科があるので、年
度末までに実施させる

取組指標に対するコメント
・概ね満足できる結果であった。

「挨拶をする」「時間を守る」「約
束を守る」「役割を果たす」など
の基本的な生活習慣を身に付
けさせる。

成果指標に対するコメント：
・受験を意識したこと、面接練習な
どの成果、家庭との連携強化
・１年男子６３％　指導を継続してい
く。

取組指標に対するコメント
・3年：２学期末アンケートでは、あ
いさつ・遅刻しない
・服装・などは８５％
・仕事などの役割を果たすについて
も、約８０％を超えた

上段：成果指標

③

①

①書画カメラを使用した授業　②
調べ学習や教え合い学習を取り
入れた授業の実践により、生徒
による授業評価で８０％以上の
生徒の高評価を得る。（不十分
のため継続）

①書画カメラの活用②調べ学習
や教え合い学習を、年間指導計
画に位置付け実施する。

次年度に向けた
校長の態度表明

学期末にアンケートを実施し、卒
業前の学年末には「挨拶をす
る」「時間を守る」「約束を守る」
「役割を果たす」について８０％
の達成を目標にする。（３年男子
の意識向上を重点に取り組む）

本校の基本的な考え方

・「あいさつ運動」「マナーアップ運動」は継続実施
していく。「あいさつ運動」の質については、発達
段階を踏まえて、「語先後礼」や一言添えるなど
あいさつの種類を増やし、深化させていく必要が
ある。
・今後とも、生徒会活動、委員会活動、係活動、
班活動、行事など「挨拶をする」「時間を守る」「約
束を守る」「役割を果たす」ことが「できた」かを問
い、課題改善を促し、成長を自覚させていく。

◇第１学年「基礎・基本の徹底」を、第２～３学年「個性・能力の伸長および課題解決」を図れるように指導する。①「実力テスト」の結果を分
析して、生徒の習熟が十分でない学習内容を把握した上で教材を選定し、年間指導計画を策定するとともに、適切な指導方法で授業を実
施する。②「定期テスト」の結果の分析を「テストを終えて」としてまとめ、年間指導計画を微調整するとともに、補充授業や応用発展的な授
業を行う。③定期テストから「学習カルテ」を作成して、家庭学習の改善を促す。④生徒が「学習カルテ」を基にして、家庭学習の方法と習慣
を身につけられるように、教科担当は「自学ノート」および補充教室を実施して、学習支援していく。⑤進路選択を踏まえて、自己実現に向
けた目標達成と課題解決を見据えた上で、「定期テスト」における「学習カルテ」から「学習のプロセス」を身に付け、やがては「実力テスト」
や「定期テスト」を生徒自らが分析し、習熟が十分でない内容については克服できるように、習熟が十分な内容についてはさらに伸長できる
ように指導する。⑥補充教室を実施し、学習方法の確立と学習習慣の定着を促し、確かな学力を身に付けさせる。
◇「指導方法の改善」加配を受けている数学と英語についてはガイドラインに沿う形で、また他の教科でも、個に応じた指導、習熟に応じた
指導が可能な補充あるいは応用発展探求が可能なワークシートや資料の作成を進め、授業の質的な充実を進める。①書画カメラを活用し
た授業　②調べ学習や教え合学習を実践する。

評価項目１ 　基礎学力の定着

上段：成果指標評
価
指
標 下段：取組指標

学校による自己評価

成果指標に対するコメント：
①5教科全てで発行した。
②１・2年は自学ノート提出は可能
だが、3年では６０％以上の提出は
厳しい面があります
※１年７４％達成、２年３７％、３年４
１％　昨年度も達成していないの
で、実施の有無を含め改善をしてい
く

取組指標に対するコメント
・概ね満足できる結果であった。

①「学習カルテ」を５教科で定期
テストごとに発行する。②「学習
のカルテ」に基づく「自学ノート」
の活用を行う生徒を60％以上に
する。（昨年度６０%未満のため
継続指導）

本校の基本的な考え方

◇第１学年「自己管理および集団行動の基礎の徹底、自主的な活動の推進」を進める。
①「挨拶をする」「時間を守る」「約束を守る」「役割を果たす」ができているか自分自身の生活を見直すとともに、確実にできるように指導す
る。また、「なぜそうするとよいのか」「なぜそうしないほうがよいのか」を考えさせながら基本的な生活習慣を確立させる。さらに、市民科の
授業やボランティア活動等を通して、自主的な活動で社会貢献する仕方などについても考えさせる。なお、マナーアップの一つとして「集合
時の５分前集合」は「５分前行動」として拡大指導する。
◇第２～第３学年「「世の中に通用する」服装・態度・言動の確立と、リーダーシップとフォロワーシップの発揮」を進める。
①「きまりを守る」だけではなく、マナーやエチケットについても体得させる。
②生徒会活動や部活動において、「豊かな学校生活」を創造させる活動、地域でのボランティア活動、「マナーアップ運動」や「あいさつ運
動」などにおいて、リーダーシップを発揮するとともに、フォロワーシップの大切さを感得させ、「戸越台中学校の生徒」であるという「誇り」と
自覚の下、「世の中に通用する服装・態度・言動」を行うことができるように指導する。

次年度に向けた
校長の態度表明

・「学習カルテ」は、成績中・上位者の活用状況は
いいが、中・下位者はまだ十分ではない。また、
学年進行に伴い活用状況は向上している。「自
学ノート」については、学年進行に伴い活用状況
が低下していくが、提出物の滞る中・下位者の活
用が厳しい。
・3年生での「自学ノート」の提出は、通塾率の上
昇ともあわせて考えたい。今後は、家庭での
チェックも取り入れるなどして、家庭の教育力の
向上ならびに学校との連携という意味でも必要
かもしれない。

成果指標に対するコメント：
・概ね満足できる結果であった。

取組指標に対するコメント
・授業アンケートの実施について、
改善していく

①

②

「学習のカルテ」と「自学ノート」
から「学習のプロセス」を理解さ
せ、自己の学習課題の改善を促
していく。



Ａ6
B10
C1

・先生方がなるべく多く声をかけて
返事をささせること
・伝統という意味でも積極的に取り
組んでいけるように今後も指導して
いただきたいです

A7
B10

・地域行事によく参加し、態度もよ
い。合計で80%は高い。これまでの
指導が浸透している。
・多くの人にふれての「慣れ」が必要
・Ｂ
・この課題も学校生活や先輩の行
動にも影響を受け3年間で成果を上
げ最上級生にて達成できる。学校
の指導の現れです。

Ａ5
B12

・何か得意なものを意識させる
・今後も継続してほしいと思います。
・2年生は、中間学年にて自己の活
動をうまく表せないのか

A6
B11

・活動の担当を時々変えてあげる
・Ｂ
・1年生、3年生は成果が表れるが2
年生は今後も指導が必要である。

A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

②

学期毎にアンケートを実施し、学
年末に学年進行に応じて８０％
の達成を目標にする。（男子が
未達成のため継続指導）

③

・服装は儀式行事、日常生活ではまずまずであ
る。冬服で気になるのは、男子の登校中の第一
ボタンを外すこと、女子の腕まくりである。
・授業中の着座姿勢、学習態度に課題のある生
徒がいる。「生活アンケート」で「からかい」「悪口」
など言語環境に課題がある生徒やクラスに対し
て、言語整備に向けた指導が必要である。「ソー
シャルスキルトレーニング」や「認知行動療法的
な指導」なども加えていく必要がある。また、「公」
の場面として、職場体験など大人と会う機会を意
識的に設定し指導してもらうなど工夫していく。

成果指標に対するコメント：
・最上級生としての自覚・受験への
意識・「社会に通じる生徒」を意識
が高まった
・１年男子６８％　指導を継続してい
く

取組指標に対するコメント
・合唱コンの取り組み、面接練習
・仕事などの役割を果たすについて
も、約８０％を超えた

様々な行事や地域での活動を
通じて「世の中に通用する」服
装・態度・言動の確立について
指導する。

生徒会、学年、学級、班、部活
動などで目標達成、課題改善に
ついての実践の事例を１つ以上
達成させる。（未達成のため継
続実施）

生徒会活動や学級活動におけ
る目標達成・課題改善の取り組
みの中でリーダーシップとフォロ
ワーシップの発揮について指導
する

成果指標に対するコメント：
・班活動→学級活動→学年の活動
を意識した
・ＤＲＰＤＣＡを意識して取り組ませ
ると流れがスムーズに進められた
取組指標に対するコメント
・ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ以上にフォロアーシップ
の必要性を指導に入れた

・合唱コンクールでの取り組みを、委員会活動や
学級活動にも拡大していく。
・「課題改善力」と「表現力」の育成を目指す戸越
台とし、次年度以降の重点指導の場面は、行事
や委員会活動などでの「課題解決」にかかる学
年での取り組み、全校での取り組みなど意識的
に場面設定をしながら、「課題把握」と「課題改
善」を進め、自信を高めさせていくようにする。



校区外部評価委員による評価

評価 評価の説明 自己評価に対するコメント

Ａ9
B8

・満足できる

Ａ14
B3

・効果が出ている
・Ｂ
・良くできています

Ａ8
B9

・学区外が多い中での地域との連
携で多数の
生徒が積極的でうれしい。卒業した
後にも繋がるともっと嬉しい
・学校側、生徒も非常によく地域の
活動に参加して楽しくしている。他
地域からの生徒も多い中、戸越台
の地域性が生きている

Ａ9
B8

・可能な限りどこか一か所でも参加
してもらうようにする
・Ｂ
・大変満足できる

A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

校区外部評価委員による評価

評価 評価の説明 自己評価に対するコメント

A8
B9

・清潔感は良く感じている。比較され
やすい
・今後もみんなの施設を意識させ明
るい空間を保ってほしいです
・全体的に良いが細かい点で改善
を、1例で廊下、皆伝の隅のほこりな
ど

A9
B7
C1

・Ａ
・良い成果とまだまだの点もある

A6
Ｂ11

・多目的室以外の２部屋を先に改善
すべきかと
思いますが
・なかなか生徒全体が満足できるこ
とは難しい

・図書館では、英語の絵本や全く異なる歴史観の
本の購入などを行ったり、オリパラコーナーをあ
る期間設置したりした。
・普通教室のICTについては、学期末に点検、補
充、整備するなどして、使用に際してきちんと機
能するように進めた。②

生徒アンケートにおいて、各教
室の使いやすさの肯定率を80％
以上にする。

②

・区の保護者アンケートでも地域との連携につい
ての認知度は９２．９％と高い。
・「働き方改革」を進めていく中で、関係小学校の
行事や地域の行事などに参加する担当の教職
員は、ある程度割り当てをしているので、教員レ
ベルでの連携は担保されている。ただ、初めて参
加する若手の教員に狙いや視点をきちんと持た
せて参加させる必要がある。また、小学校との連
携行事は、効率性も含めて見直していく必要もあ
る。

次年度に向けた
校長の態度表明

下段：取組指標

①

保護者アンケートや生徒アン
ケートにおいて、施設・設備の安
全性、学校の清潔感について、
肯定率を８0％以上にする。

成果指標に対するコメント：
・階段や教室に鉢植えが設置され、
明るい雰囲気になった

取組指標に対するコメント：
・清掃活動の重点日が決められた
ことにより、集中してみたり指導を
することができた

定期的に施設・設備の点検を行
うとともに、防犯について死角等
がないか安全点検を行う。

・改築工事を踏まえて、点検、廃棄、新規購入と
修理などを実施した。
・チャイム、ランチルームの放送機器の不具合に
ついても点検修理した。
・C評価については、生徒の登下校時や部活動
の朝練の登校時に、教職員が会議中で大人が
玄関につけない時間帯があるためである。品川
コミュニティ・スクールの実施により、ボランティア
による対応なども考えていきたい。

成果指標に対するコメント：
・１年７８％、２年６６％　意見や要望
を聞いて改善できるところは早急に
対応する

取組指標に対するコメント：

成果指標に対するコメント：
・概ね満足できる結果であった。

取組指標に対するコメント：
・概ね満足できる結果であった。

・「保護者会」「学年便り」「面談」などで教育活動
のねらい、生徒の活動状況の広報、推薦制度と
生活指導などの指導を展開したが、「進路選択」
の際に十分に理解されていないと思われるケー
スもあった。今後も、年度当初の保護者会、進路
説明会、面談などで啓発と指導の徹底を図って
いく。
・「運動会」「合唱コンクール」などの行事の参観
は多いのであるが、土曜授業による学校公開へ
の参加が低調である部分が気になる。
・区の保護者アンケートの「満足度」では、「当て
はまる」４０．４％、「どちらかというと当てはまる」
５２．４％で、合計９２．８％である。

保護者には、「学年だより」を活
用して、教育活動と生徒の変容
の理解を促し、連携強化を図
る。

地域とは、各種交流事業、地域
行事を通して連携を図る。

地域との各種交流事業、地域行
事などについての認知度につい
て保護者アンケートを実施し、
「学校が地域等と連携している」
の肯定率を８０％以上とする。

評価項目４ 　環境整備・美化

成果指標に対するコメント：
・概ね満足できる結果であった。

取組指標に対するコメント：
・学年だよりで、保護者あてに重要
連絡をのせることで、期日や内容の
確認のダブルチェックの強化を図っ
た
・担当者を決めず、輪番制にするこ
とにより、いろいろな観点を伝え、教
員側のスキルアップにもつなげた

学習指導、生活指導、進路指
導、行事などについての認知度
について保護者アンケートを実
施し、「現在通っている学校に満
足している」の肯定率を８０％以
上とする。

評
価
指
標

上段：成果指標 学校による自己評価
次年度に向けた
校長の態度表明

下段：取組指標

評価項目３ 　保護者・地域との連携

本校の基本的な考え方

◇保護者・地域と連携強化と共通理解、共通実践を進める。①市民科学習を活用し、学習したことを学校，家庭、地域における日常生活で
生徒には実践させ、家庭、地
域からは評価してもらうように、保護者には「学年便り」を活用して、市民科学習の計画と内容を連絡するとともに、家庭・地域で実践できる
こと、励ましや助言、賞賛や時には軽い叱責を含めた期待などによる支援などを依頼する。②「戸越台特別養護老人ホーム」との交流事
業、連携小学校での学習ボランティア、東戸越保育園との交流事業、区民祭りでのボランティア、第８学年の職場体験などの活動について
は、実施要項の作成の段階から関係諸機関、事業所などの担当者と打ち合わせをする中で、指導としての評価や激励や賞賛や注意や期
待などの支援を依頼する。また、参加した生徒からの依頼状や礼状などの活動についての対応なども依頼し、生徒の自己有用感の向上を
図り、実践力を向上させていく。
◇保護者・地域人材の活用の充実を図る。①マナーの向上について、「戸越台特別養護老人ホーム」、東戸越保育園、「区民祭り」「荏原第
三地区運動会」などの地域行事を日常実践の場として活用させていただく。また、「戸越台特別養護老人ホーム」での福祉教育の講師、ボ
ランティア活動の実践において、各学年とも年二回の一日体験ボランティアの活動（全生徒対象）を実施させていただく。また、長期休業中
にも有志を募ってのボランティア活動も実施させていただく。②日本の伝統と文化に接する機会として、箏の授業（７年生）、立志式（８年
生）、着物の着付け教室（第８、９学年）、箏の演奏会（第８、９学年）、スピーチ（第９学年）、百人一首大会（全学年）、七夕交流会（全学
年）、能・狂言教室、俳句教室（９年生）等で、地域の人材と施設の活用を推進する。②祭礼が行われる土曜日と日曜日の部活動は自粛
し、生徒が祭礼に参加しやすい環境を整えるとともに、御輿の担ぎ手の募集に協力するなど祭礼への積極的な参加に配慮する。また、祭
礼を身近なものとするために、「宮元地区子ども神輿連合渡御」の誘導ボランティア活動とともに御輿の立ち寄り場所として開放する。な
お、平成２８年度は「連合渡御」が開催されることもあり、積極的な参加および地域の方々による指導も依頼する。

評
価
指
標

上段：成果指標

本校の基本的な考え方

◇学校生活、特に校内生活における安全指導については、校舎の立地状況に基づく危険行為の防止も含めた校舎内での過ごし方、破損
状況を発見確認した時および
破損してしまった時の報告のしかたなどを年度当初に指導する。
◇図書館ネットワークを利用し、地域図書館との連携のもと、調べ学習・読書活動など、図書館教育の充実を図る。また、司書教諭による
図書室利用にあたってのガイダンスを、年度当初に７年生を対象として実施するとともに、図書紹介を随時行い、利用しやすい図書館を目
指す。
◇書画カメラ、デジタル教科書などの視聴覚機器を、教科、市民科の授業、行事の指導などでも活用する。
◇視聴覚機器を整備して、体育館、ランチルーム、多目的室、格技室などを、授業や学年・学級・班単位での指導や作業などに活用する。
◇不登校対策も含めて「ｅライブラリ」の研修を進め、家庭でも自由に活用できるように、期間を限定して放課後、パソコン室を開放する。

学校による自己評価

①



A7
B10

・参加がしやすいように仕向けてや
ることが大切
・Ｂ
・概ねよくなっている

A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

図書館、多目的室、コンピュー
ター室等生徒の活動がしやすい
ように整備する。

能するように進めた。
・PCルームおよび教材用のPCについては、タブ
レットへの転換を行ったが、教室でのデジタル教
科書の活用に向けては、校舎内すべてで無線
LANが使用できるようになるといい。

② 取組指標に対するコメント：
・多目的室が本来の目的（作業がし
やすい教室）に対応できていない



校区外部評価委員による評価

評価 評価の説明 自己評価に対するコメント

Ａ10
B7

・定期的に席を変えさせ、その反応
を見るのも
よいのではないか
・不登校の生徒がなくなるとよいで
す。情報漏えいにご注意を
・不登校の生徒を注意深く見守って
いく

Ａ14
B3

・話しやすい場を多く作って人前で
話しやすくなれさせる
・Ａ
・評価できる

Ａ11
B6

・普段物静かな生徒も注意が必要
だと思います。
大変かと思いますが目配りを
・学校全体で取り組んでいることが
良くできていると思う

Ａ14
B3

・保護者との関係をなるべく持つよう
にする
・Ｂ

Ａ7
B10

・男子は接する態度が難しい

Ａ12
B5

・パラリンピックの話題を通して討論
させるようにするのは。
・Ａ
・成果は出ている

A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

校区外部評価委員による評価

評価 評価の説明 自己評価に対するコメント

A3
Ｂ14

・満足できる

A11
Ｂ6

・戸越台中学や老人ホームという他
にはないよき環境
・Ｂ
・良い

Ａ7
B10

・興味を持たせるようにする
・全体的に満足できる

Ａ9
B8

・88％は指導の成果であると思われ
る。
・特定のものについて少し深く調べ
させてあげる機会を作ってあげる
・Ｂ
・各学年で充実した成果が出ている

生徒アンケートで、日本の伝統、
文化、歴史を大切にするための
学習あるいは行事としての認識
を、８０％以上にする。

成果指標に対するコメント：
・概ね満足できる結果であった。
・全学年で８０％の目標を達成でき
た。

取組指標に対するコメント：
・各教科、各行事などで、さらに目
的をアピールしながら指導や取り組
ませていく

・定例的には、各学期１回実施し、情報共有して
いたことによる、早期発見、即時対応ができた
ケースが数件ある。また、逸脱行為や家庭の養
育などに課題のある生徒の対応も、数ケースなさ
れた。
・次年度の修学旅行など、人的な対応が必要で
ある。
・不登校生徒や障害にともない定期考査の受験
方法について、別室対応を行ったが、人的な制
約もあり課題である。

③

意見文の作成により、人権に対
する意識が向上した生徒が８
０％以上とする。（男子の指導を
十分行う）

成果指標に対するコメント：
・女子の意見文の方が内容が深い
ものが多いが、３年生になると班代
表は半々になってくる
全学年で８０％の目標を達成できた
取組指標に対するコメント：
。・学年による発達段階の違いや学
年行事と関わらせて進めた

・３年間で９回の意見文の作文、発表、審査を含めた討議など
を、発達段階を踏まえた実施計画を立てていく。また、これに
は、国語科、社会科、理科、保健体育科など教科での指導も
加え、教科横断的、市民科との連携も含めて実施できるように
していく。。
・都立の自己PRカードの作成、課題作文、集団討論なども踏
まえて今後とも系統的に指導していく。

「ふれあい月間」に生命尊重や
人権尊重教育の一環として、意
見文作成と意見発表を行う。

・保育園での七夕交流は絵本の読み聞かせなど
改善を図った。
・平成３０年度からの戸越台特別養護老人ホー
ムの改築もあり、次年度以降は縮小せざるを得
ないものもある。ただし、学校の改築終了後の再
開も含めて、継続できるものは継続していくもの
とする。
・ボランティア活動そのものは、参加証を発行し
た。

◇「戸越台特別養護老人ホーム」による「高齢者教育」および交流事業については、「本校の特色ある教育活動」の一つであるので、ねらい
を明確にしながら継続し、充
実させていくまた、もう一つの「本校の特色ある教育活動」である「日本の伝統・文化・歴史を大切にする」についての教育は、「国際理解」教
育などとして展開してきた「日本の伝統行事や季節行事」「座禅」「能狂言教室」「移動教室」「鎌倉校外学習」「関西修学旅行」「留学生は先
生」「英語による日本の紹介インタビュー」などの教育活動を通じて育成する。このことについては、授業時数の確保、「オリンピックパラリン
ピック教育」との連携、「地域の人材や教育財産」の活用、私費軽減も視野に入れて、教育活動の配列の見直しや実施方法の見直しなど
行っていく。
◇生徒の課題改善に向けての取組としては、１８歳の「選挙権」付与も視野に入れ、生徒会活動に予算を付与するなどしながら生徒総会や
委員会活動などを充実させ「DRPDCA」システム（PDCAサイクル）を実践的に身に付けさせ、「たくましい生徒の育成」に資する。

下段：取組指標

学校による自己評価上段：成果指標

「高齢者教育」及び交流事業に
ついて狙いを明確にし充実した
取り組みを行う。

新しい取組を一つ以上取り入れ
た活動にする。

本校の基本的な考え方

②

本校の基本的な考え方

◇ふれあい月間を活用し、学校公開を「いじめ体罰根絶DAY」として保護者に来校を促し、人間関係や言語環境に視点を当てて確認しても
らう。
◇校内委員会や職員会議で全職員に報告し、共通理解を図る。指導については、担任一人に任せることなく、校内委員会で指導方法・指
導内容を協議して講じ、チーム
として複数の教員で指導に当たる。
◇ 「ポートチーム」として、子ども安心ネットワーク協議会（荏原第三地区内の民生委員、主任児童委人権擁護委員、所轄警察、小中校長、
区立・私立幼稚園長、区立・私立保育園長、スマイルスクール担当者、荏原保健センター保健師、品川区子育て支援センター職員、各児童
センター、および東京都品川児童相談所で組織）に参画するとともに、必要に応じて協議会の各組織と個別に連携する。
◇「いじめ」防止に向けた取り組みとして、そして個人のみならず集団としての人権感覚の向上および「有言実行」の態度の育成の取り組み
として、「ふれあい月間」に生命尊重や人権尊重教育の一環として、意見文作成と意見発表を各班、各学級、各学年で行い、表彰する取組

②

成果指標に対するコメント：
・共通理解をしながら進行できるの
で、効果的だった

取組指標に対するコメント：
・満足できる結果であった。

上段：成果指標

学期に1回以上開催する。特に、
家庭の養育力などに課題のある
生徒の課題解消を行う。

評価項目５　　いじめ防止に関する取組

「日本の伝統・文化・歴史を大切
にする」取組みは、「国際理解教
育」「オリンピック・パラリンピック
教育」等と連携し充実した取り組
みを行う。

評価項目６　　学校独自の特色ある教育活動

成果指標に対するコメント：
・概ね満足できる結果であった。

取組指標に対するコメント：
・概ね満足できる結果であった。

・教科の指導計画の中にオリパラ教育を位置付
けて実施したことも、功を奏している。次年度は、
さらに強化として指導するものと市民科の行事と
して実施するものを精査して効率的に指導してい
く。
・日本の伝統文化に関しては「旬」を１６号発行
し、暦を中心に啓発を図った。

評
価
指
標

次年度に向けた
校長の態度表明

下段：取組指標

校内委員会を毎月、必要に応じ
て毎週実施し、生徒理解につい
て共通理解を図る。

①

評
価
指
標

気になる生徒については、定期
的にそして必要に応じてサポー
ト会議を招集し、関係諸機関と
の共通理解と共通実践を図る。

次年度に向けた
校長の態度表明

学校による自己評価

①

いじめの予防と早期発見を推進
して早期解消に取り組み、国の
発生率以下とする。不登校生徒
についても、国の発生率以下と
する。

成果指標に対するコメント：
・生活指導部会・職員会議・検討員
会の生徒情報交換が念入りに行わ
れているので、重複しないように活
用している

取組指標に対するコメント：
・前の月との生徒の変容が比較し
やすく見やすいシートにしている

・校内委員会、生活指導部会も合わせると週に２
回生徒の情報を共有し、対応してきている。
・いじめ、不登校の発生率は国の発生率を下
回っている。
・友人関係作りが下手な生徒や家庭環境に課題
がある生徒もおり、不登校やいじめなどの発生に
は、今後とも注意深く見守っていく必要がある。
・生活アンケートの見取りや区の学力定着度調
査のIーCHCKなども活用して予防措置を講じて
いく。



Ａ7
B9
C1

・新しい体制に対し違和感を感じま
す。自分たち
が出来るアピールをしたいだけなら
元に戻すことも促す方法の１つ伝統
とは？を今一度考えさせるチャンス
かも
・2年生に何か役割のある活動を行
うことで各学年で活躍できることもあ
るかと思います

Ａ8
B9

・全体で90％は申し分ないと思いま
す。
・必ず何かの委員活動に加わり自
信をつけさせる
・Ｂ

A=よく当てはまる　　B＝概ね当てはまる　　C=どちらかというと当てはまらない　　D=当てはまらない

豊かな学校生活作りを目標に、
課題解決に努めさせ、生徒会活
動、委員会活動の活性化を図
る。

成果指標に対するコメント：
・不十分な点があるので委員会ごと
に活動の重点等を適切に決め、意
欲的に活動できるよう工夫改善して
いく
・２年生達成率７７％　目標を達成
できるよう指導方法の工夫改善を
行う。また、新しいことの企画実践
については、１年７１％，２年６０％、
３年７８％と１，２年には難しい課題
である
取組指標に対するコメント：
。・生徒会、各委員会で新たな取り
組みが行われた。自分たちで継続
できる体制つくりをした

・まだまだ、生徒会活動が定型化した雑用となっ
ている。せいぜい「役割を果たす」「時間を守る」
などの生活指導の柱であり、生徒の能力の向上
と自己有用感育成に可能性を秘めているので、
継続実施していく。
・１、２年生の「課題解決」については、移動教
室、鎌倉遠足などの行事の活用、学年単位での
委員会活動の展開などを行っていく。
・課題改善に予算が伴うので、生徒会・各種委員
会からの予算折衝の場を設定していく。

③

各委員会の課題改善の方策を１
つ以上企画実践させる。生徒ア
ンケートを行い、委員会活動を
意欲的に取り組めたかについて
肯定率を８０％以上にする。（継
続指導）



①取組目標が、生徒ベースで適切に設定されている。そのことにより、次のステップにおける、指導の重点や方向性を定めやすくなり、効果的な指導が展開できるの
だろうと思いました。本校の来年度の目標設定に活かさせていただきます。
②学年だよりが、保護者連携の有効なツールとして働いている。これまでも何度か申し上げておりますが、各学年のおたよりがとても充実していると思います。教育活
動 に加え、「生徒の変容」の理解促進というねらいが達成されている内容で、本校職員にも学ばせたいです。
③調査結果を見ると全体的に成果が表れていると思われます。きめ細かい指導をされていると思います。
④学校選択の自由化によってか、最近は人気のある学校になっていると思います。これによって各自にもプライドを持って勉強にも力が入ってくるのではないかと思う
が、スポーツに関しても詳細にその成績を発表することにより意識が高まると思います。先生方も保護者も同じように思っているのではないでしょうか。差がつきすぎ
て、ついていけない生徒もいると思いますが、全体として良い方向に向かっていると感じます。
⑤１年間事件や事故もなく過ごせたことは校長先生をはじめとし皆様方一人ひとりの漲るパワーのたまものかと思います。これからも戸越台中学校を誇れる学校とし
てお力を注いでくださいますようお願い致します。不登校の生徒が途切れていないことが少し気になります。

校区外部評価委員より（その他、お気付きの点などがありましたら自由にお書きください。）


